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２～４年次 　単位数： 6 単位 　時間数： 90分× 90 回
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 ● 評価方法 検討会での討論・発表・レポート等で総合評価する。

 ● 参考文献 実習の中で必要に応じ紹介する。

各皮膚病と皮膚病理との関係を説明できる。

モデルマウスの種類、マウスを用いる長所、短所を説明できる。

ノックアウトマウス、トランスジェニックマウスがどういう手法でできるか概説できる。

皮膚病の新規治療法の開発法について説明できる。

　開講時期：

 ● 科目の教育目標

　一般目標 (GIO)

　行動目標 (SBOs)

皮膚の機能、皮膚病の病態の解明、皮膚病に対する新しい治療法を模索するため、さま
ざまな手法を用いて皮膚の生理機能を明らかにする。

科目名 皮膚科学実習
科目責任者 (皮膚科学　教授)


